
アジの干物作りを体験
（１０月２日 見高地区地域振興施設「舟戸の番屋」開設式）
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新
た
な
体
験
型
観
光
施
設

「
舟
戸
の
番
屋
」
が
完
成
し
ま
し
た

新
た
な
体
験
型
観
光
施
設

「
舟
戸
の
番
屋
」
が
完
成
し
ま
し
た

施設紹介

営業時間 午前９時～午後６時（１０月～５月）

午前９時～午後７時（６月～９月）

露天風呂 午前１０時～午後４時

定休日 火曜日

各種体験 塩作りや干物作りなどの各種体験は

事前予約が必要です。

料金 ・各種体験 １,５００円

・海鮮バーベキュー ２,０００円～

・露天風呂 大人（高校生以上）３００円

小人（小中学生）１００円

幼児（３歳以下）無料

施設 食堂(全４８席)、地場産品販売コーナー

シャワー、トイレ、足湯

駐車場 １６台（大型車は要問合せ）

詳しくは同施設へお問い合わせください。

見高地区地域振興施設 舟戸の番屋

（河津町見高３５８-２ 緯３２ー０４３２）

見
高
浜
地
区
の
サ
ン
シ
ッ
プ
今
井

浜
跡
地
に
見
高
地
区
地
域
振
興
施
設

「
舟
戸
の
番
屋
」
が
完
成
し
、

月

ふ
な
ど

１０

２
日
に
開
設
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

施
設
は
１
７
０
㎡
の
木
造
平
屋
で
、

塩
作
り
や
干
物
作
り
、
と
こ
ろ
て
ん

作
り
、
み
か
ん
ジ
ャ
ム
作
り
な
ど
の

体
験
と
海
鮮
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
で
き
、

地
場
農
海
産
物
の
販
売
も
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
海
を
一
望
で
き
る
露
天

風
呂
や
施
設
の
海
側
に
面
し
た
足
湯

も
利
用
で
き
ま
す
。

施
設
の
管
理
運
営
は
、
見
高
浜
地

区
の
農
業
、
漁
業
、
観
光
関
係
者
で

構
成
す
る
見
高
地
区
地
域
振
興
施
設

「
舟
戸
の
番
屋
」
運
営
組
合
（
中
村

巌
組
合
長
＝
見
高
浜
＝
）
が
行
い
ま

す
。 見

高
浜
に

体
験
型
施
設
が
完
成

見
高
浜
に

体
験
型
施
設
が
完
成

開
設
式
で
は
、
町
観
光
関
係
者
や

運
営
組
合
員
ら
約
１
０
０
人
が
出
席

の
も
と
、
相
馬
宏
行
町
長
が
「
観
光

客
や
教
育
旅
行
の
需
要
が
見
込
ま
れ

る
。
滞
在
・
体
験
型
観
光
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る

施
設
に
な
っ
て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
。

中
村
巌
組
合
長
は
「
河
津
を
訪
れ
た

観
光
客
に
地
域
の
良
さ
と
食
の
魅
力

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
施
設
に

寄
せ
る
期
待
を
話
し
ま
し
た
。

式
終
了
後
に
は
、
施
設
の
概
要
や

干
物
作
り
な
ど
各
種
体
験
内
容
の
紹

介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

滞
在
・
体
験
型
観
光
で

地
域
の
活
性
化
に
貢
献

滞
在
・
体
験
型
観
光
で

地
域
の
活
性
化
に
貢
献

海鮮BBQ
塩作り

体験

露天風呂 足 湯
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で
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し
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で
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す
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は
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光
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や
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約
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０
０
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と
、
相
馬
宏
行
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が
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光
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や
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需
要
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献
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に
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っ
て
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つ
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中
村
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長
は
「
河
津
を
訪
れ
た

観
光
客
に
地
域
の
良
さ
と
食
の
魅
力

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
施
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に

寄
せ
る
期
待
を
話
し
ま
し
た
。

式
終
了
後
に
は
、
施
設
の
概
要
や

干
物
作
り
な
ど
各
種
体
験
内
容
の
紹

介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。



５

平
成

年
度
決
算
が
、
町
議
会
９
月
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し

２５

た
。
町
の
収
入
は
、
皆
さ
ん
の
納
め
た
税
金
や
、
国
、
県
か
ら
の

補
助
金
な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
町
の
財
政
状
況
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

４

平成２５年度に行われた主な事業

を紹介します。
成果
まちづくりの 決

算
報
告

平
成

年
度

２５

３９億４２８３万７千円
一般会計歳入

■用語の解説■ 【民生費】社会福祉や医療助成などに使われたお金 【総務費】町政全般の管理経費などに使われたお

金 【衛生費】各種検診や予防接種、ごみ処理などに使われたお金 【消防費】消防や救急業務などに使われたお金

【商工費】商工業の振興や観光事業などに使われたお金 【公債費】借入金（町債）の返済に使われたお金 【教育費】

幼稚園や小・中学校などの教育・文化・スポーツ振興などに使われたお金 【土木費】道路や公園などの整備・維持管

理などに使われたお金 【農林水産費】農林水産業の振興に使われたお金 【議会費】議会運営などに使われたお金

３６億６６３２万円一般会計歳出

町民１人あたりの歳出決算額

一般会計の支出を１人あたりで換算すると、国や

県からの補助金などを活用して、１人あたりの町

税収入の４倍以上の行政サービス（支出）を提供

することができました。

１１万６５９２円
４６万９３１９円

べ
１
億
３
６
６
２
万
６
千
円
増

（
前
年
度
比
３
・
９
％
増
）
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
下
田
地
区

消
防
組
合
特
別
負
担
金
や
補
助
金

交
付
額
の
増
な
ど
が
主
な
要
因
で

す
。ま

た
、
健
全
化
判
断
比
率
（
町

の
財
政
の
健
全
性
を
判
断
す
る
指

標
）
に
よ
る
と
昨
年
に
続
き
「
健

全
段
階
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。（
詳
細
は
６
㌻
）

歳
入
は
４
・
２
％
増

一
般
会
計
歳
入
の
総
額
は
、
３９

億
４
２
８
３
万
７
千
円
で
前
年
度

に
比
べ
１
億
５
７
６
７
万
４
千
円

増
（
前
年
度
比
４
・
２
％
増
）
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
県
支
出

金
７
８
０
３
万
１
千
円
（
前
年
度

比

・
１
％
増
）
な
ど
の
増
が
主

３１
な
要
因
で
す
。
ま
た
、
最
終
総
額

に
占
め
る
自
主
財
源
（
町
が
独
自

に
収
入
で
き
る
財
源
。
こ
の
財
源

が
多
い
ほ
ど
町
の
自
主
性
が
大
き

く
な
り
ま
す
）
の
割
合
は
、

・
３６

０
％
（
前
年
度
比
０
・
４
％
減
）

で
し
た
。

歳
出
は
３
・
９
％
増

一
般
会
計
歳
出
の
総
額
は
、
３６

億
６
６
３
２
万
円
で
前
年
度
に
比

決算の特徴

町の決算書は、役場総務課で閲覧できます

・１人あたりの町税収入を計算するとき、国や県からの交付

金などは含みません。

・１人あたりの支出＝一般会計支出額÷人口

・１人あたりの町税収入＝町税納税額÷人口

・人口７,８１２人（平成２６年３月末現在）

１人あたりの支出

１人あたりの
町税収入

４７０４万円

１５７５万円

１３１７万９千円

１１１万３千円

●デジタル行政無線機購入

●デジタル行政無線統制台設置工事

●合併処理浄化槽設置費助成事業

●河津町防災マップ作成

豊かで快適なまちづくりに

防災行政無線のデジタル化のため、無線統制台１

台、半固定局１台、車載用無線機２５台、携帯型無

線機２６台をデジタル無線機に変更しました。

電気自動車利用者が安心して来町できるように河

津桜観光交流館に電気自動車（ＥＶ）用急速充電

器を１基設置し、河津桜まつり開始に合わせて供

用を開始しました。

３０８２万１千円

１２１４万４千円

４０１万１千円

●河津七滝ジオサイト施設整備工事

●小水力発電調査設計・設置事業

●河津桜観光交流館電気自動車用急速充電器設置

地域資源を活かすまちづくりに

１２００万２千円●中学校校舎耐震補強計画策定等

豊かな心身を育むまちづくりに

中学校校舎の耐震補強計画策定及び耐震補強工事

実施設計についての業務委託を実施しました。工

事は平成２６年度に実施しています。

一人一人が輝くまちづくりに

●児童手当給付事業

●こども医療費扶助事業

●子育てファミリー住宅整備支援事業

１億９５３万円

２６５７万１千円

１２６５万円

昨年度に引き続き、子育て家庭（高校生以下の子

どもまたは妊婦がいる世帯）が町内業者に発注し

た木造住宅の新築・増改築・リフォーム工事費用

を助成しました。平成２５年度の申請件数は２６件で

した。

●温泉宅配事業

●不妊治療費助成事業

●南小学校プール塗装塗替工事

２９３万３千円

１５７万１千円

６０９万８千円



７

町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
町
で
は

人
の
職

９０

員
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
働
い
て

い
ま
す
。
町
職
員
の
給
与
は
、
地

方
自
治
法
お
よ
び
地
方
公
務
員
法

に
基
づ
き
制
定
さ
れ
て
い
る
条
例
・

規
則
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。
職

員
数
や
給
与
な
ど
の
状
況
に
つ
い

て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
公

表
し
ま
す
。

町
職
員
の
給
与
な
ど

人
事
行
政
状
況
の
公
表

期末手当支給割合給料月額区分

６月期１.８５月分/１２月期２.１０月分

(計３.９５月分)

職務給１５％加算

６４０,０００円町 長
給

料
５２４,０００円副町長

４６２,０００円教育長

６月期１.５月分/１２月期１.７月分

(計３.２月分)

職務給１５％加算

２４５,０００円議 長

報

酬

１８７,０００円副議長

１７５,０００円常任委員長

１６８,０００円議 員

⑥特別職の報酬の状況(平成２６年４月１日現在)

人件費率

（B/A)

人件費

（B)

歳出額

（A)

１６.９%６１８,２１３千円３,６６６,３２０千円

①人件費の状況(平成２５年度一般会計決算)

技能労務職一般行政職

平均

年齢

平均給与

月額

（手当含）

平均給料

月額

平均

年齢

平均給与

月額

（手当含）

平均給料

月額

５２.３歳２５９,７６７円２５０,５６７円３９歳３０５,３１６円２８５,１２９円

③職員の平均給料月額、平均年齢の状況

(平成２６年４月１日現在)

※企業会計職員（水道温泉工務・業務係）を除く。

１人当たり

給与費

（Ｂ／Ａ）

給与費
職員数

（Ａ） 計（Ｂ）
期末・勤勉

手当
職員手当給料

４,９４５

千円

４０５,５１５

千円

９５,７７９

千円

３６,７４２

千円

２７２,９９４

千円
８２人

②職員給与費の状況(平成２６年度予算)

※企業会計職員（水道温泉工務・業務係）を除く。

職員数は平成２６年４月１日現在。

⑤職員の期末勤勉手当、退職手当の状況

(平成２６年４月１日現在)

退職手当支給割合期末・勤勉手当支給割合

募集・定年自己都合区分勤勉手当期末手当支給期

２７.０２５月分２１.６２月分勤続２０年０.６７５月分１.２２５月分６月期

３６.５７月分３０.８２月分勤続２５年０.６７５月分１.３７５月分１２月期

５２.４４月分４３.７月分勤続３５年
１.３５月分２.６月分計

５２.４４月分５２.４４月分最高限度

早期退職による加算 有職務の級による加算 有

計

６級５級４級３級２級１級区分

課長

事務局長

会計管理者

室長

防災監

園長

主幹

係長

係長教諭

主査教諭

主査保健師

主任主事

主任教諭

主事

技師

保健師

主事補

助教諭

主事

保健師

教諭

職務

内容

７９人１０人９人１１人１７人１２人２０人職員数

１００％１２.７％１１.４％１３.９％２１.５％１５.２％２５.３％構成比

⑦級別職員数の状況(平成２６年４月１日現在)

〈一般行政職など〉

※企業会計職員（水道温泉工務・業務係）・技能労務職員を除く。

※一般行政職員、企業会計職員（水道温泉工務・業務係）を除く。

計

３級２級１級区分

指揮監督の職務

または相当の

技能、経験を

必要とする職務

相当の技能

または経験

を必要と

する職務

用務員

業務員

調理員の職務

職務

内容

３人１人２人０人職員数

１００％３３.３％６６.７％０％構成比

〈技能労務職〉

④職員の初任給の状況、経験年数別、学歴別の

平均給料月額状況(平成２６年４月１日現在)

経験年数

２０年

経験年数

１５年

経験年数

１０年
初任給区分

３０５,９００円２７５,３００円２４０,６００円１７２,２００円大学卒一般

行政職 ２８１,０００円２４６,７００円２１２,７００円１４４,５００円高校卒

６

特別会計決算
保険料などを扱う特定の事業を行う会計で、平成２５年度は、

国民健康保険事業など６つの会計がありました。

水道や温泉など公共の利益を目的に経営される収入と支出で、

独立採算制で運営されています。

収益的支出収益的収入区分

１億７５０５万５千円１億６５２５万７千円水道事業

１億８１５万１千円１億１１４６万６千円温泉事業

【水道事業】

平成２５年度末の給水戸数は３１３０戸。１年間の総使用水量は９６万９

千弱、給水収益は１億６５１９万円で前年度比７％減となりました。

【温泉事業】

平成２５年度末の給湯許可件数は５３２件。１年間の給湯量は２５万９

千弱、給湯収益は１億１１４６万６千円で前年度比１％減となりました。

企業会計決算

【
用
語
の
解
説
】

①
実
質
赤
字
比
率
…
一
般
会
計
な

ど
の
赤
字
の
大
き
さ
を
判
断
す
る

指
標
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率
…
特
別
会

計
を
含
む
す
べ
て
の
会
計
の
赤
字

の
大
き
さ
を
判
断
す
る
指
標
。

③
実
質
公
債
費
比
率
…
年
間
収
入

の
う
ち
、
ど
の
く
ら
い
を
借
金
の

返
済
に
充
て
て
い
る
か
を
示
す
。

（
過
去
３
年
の
平
均
）

④
将
来
負
担
比
率
…
平
成

年
度

２５

末
の
一
般
会
計
な
ど
の
借
金
な
ど

が
、
平
成

年
度
の
標
準
的
収
入

２５

を
す
べ
て
借
金
返
済
に
回
し
た
場

合
何
年
分
に
な
る
か
を
示
す
。

⑤
資
金
不
足
比
率
…
公
営
企
業
に

お
け
る
一
般
会
計
な
ど
の
実
質
赤

字
に
相
当
す
る
も
の
。

町
財
政
の
健
全
性
を
判
断
す
る

指
標
と
な
る
「
健
全
化
判
断
比
率
」

が
、
町
議
会
９
月
定
例
会
に
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

健
全
化
判
断
比
率
に
は
、
①
実

質
赤
字
比
率
、
②
連
結
実
質
赤
字

比
率
、
③
実
質
公
債
費
比
率
、
④

将
来
負
担
比
率
、
公
営
企
業
に
お

け
る
⑤
資
金
不
足
比
率
の
５
つ
の

指
標
が
あ
り
、
平
成

年
度
決
算

２５

か
ら
算
定
し
た
結
果
は
次
の
と
お

り
で
、
河
津
町
の
財
政
状
況
は

「
健
全
段
階
」
に
あ
る
と
言
え
ま

す
。

財政健全化判断比率

国の基準

河津町健全化判断比率 財政再生基準

（レッドカード）

早期健全化基準

（イエローカード）

２０％１５％―①実質赤字比率

４０％２０％―②連結実質赤字比率

３５％２５％７.９％③実質公債費比率

―３５０％１２.４％④将来負担比率

⑤資金不足比率

財政再生基準経営健全化基準河津町会計名

――水道事業

―２０％―温泉事業

――国民宿舎かわづ運営事業

【解説】 ①実質赤字比率②連結実質赤字比

率とも、すべての会計において黒字であり赤

字比率は発生しませんでした。また、③実質

公債費比率は７.９％、④将来負担比率は１２.４%

で、イエローカードとされる「早期健全化基

準」を大きく下回っています。

公営企業会計を対象とする⑤資金不足比率

についても、水道、温泉、国民宿舎かわづ運

営事業において資金不足（赤字）は発生して

いません。

河津町は

健全な財政運営に

努めています

財政指標から見る河津町の財政状況は

地
方
自
治
法
お
よ
び
地
方

公
営
企
業
法
の
規
定
に
よ
り
、

平
成

年
７
月

日
か
ら
８

２６

１１

月
１
日
ま
で
、
一
般
会
計
お

よ
び
特
別
会
計
、
企
業
会
計

の
決
算
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

監
査
委
員
の
意
見
は
次
の

と
お
り
で
す
。

●
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

各
会
計
の
予
算
額
お
よ
び

収
入
、
支
出
済
額
、
歳
入
、

歳
出
簿
お
よ
び
関
係
証
拠
帳

票
類
を
照
査
の
結
果
、
計
数

的
に
は
誤
り
な
く
、
会
計
、

経
理
は
的
確
に
処
理
さ
れ
て

い
る
と
認
め
ら
れ
た
。

●
水
道
・
温
泉
事
業
会
計

決
算
報
告
書
お
よ
び
関
係

帳
簿
、
証
拠
帳
票
類
を
照
査

の
う
え
審
査
を
実
施
し
た
結
果
、

計
数
的
に
は
誤
り
は
な
く
処

理
さ
れ
て
い
た
。

決
算
審
査
に
お
け
る

監
査
委
員
の
総
括
意
見

（
一
部
抜
粋
）

歳出歳入区分

３９５万円４２６万１千円河津駅前広場整備事業

１９６万８千円２２９万２千円土地取得

１３億５３８７万６千円１４億５万１千円国民健康保険

７億７９９１万６千円８億１７６万５千円介護保険

９３７２万７千円９４１８万円後期高齢者医療

７０８万７千円７０８万７千円国民宿舎かわづ運営事業



新鮮野菜を買い求める来場客

８

まちの
出来事

ZOOMINKAWAZU

９

秋祭りが町内各地で開催され、田中地区

では１０月１８日、１９日の連日、川津来宮神社

例大祭が行われました。初日は多くの地域

住民や見物客が訪れ、鳥精進酒精進の民話

にちなんだ恒例のどぶろく開きの儀式が行

われました。新米で仕込んだどぶろくの酒

樽を古代衣装の氏子たちが奉納し、氏神様

役の土屋雅洋さんが大きな杯で試飲した後、

見物客に振る舞われました。また、サック

ス演奏や鳥酒精進太鼓の披露、大抽選会が

行われ、祭りを盛り上げました。

恒例のどぶろく開き
川津来宮神社例大祭

古代衣装の氏子からどぶろくをつがれる氏神様

西小学校５年生９人は９月２４日、総合学習の授業で取り

組んでいる米作りの一環として、飯田重久さん＝上佐ヶ

野＝の田んぼにかかしを設置しました。夏休みから衣

類やCDなどの材料を集め、かかしの作成を進めていた

児童たちは、一人一人が作成したオリジナルのかかし

を披露し、作成の工夫などを発表した後、稲穂の豊作

を願って９体のかかしを設置しました。

手作りのかかしで豊作を願う
西小学校５年生 総合学習

協定の締結に握手を交わす斉藤副町長と月見里副会長(右)

町と県行政書士会(岸本敏和会長)は１０月７日、大規模

災害時における被災者支援協定を結び、調印式を行い

ました。この協定は、町が大規模災害などで被災した

場合、同会が無料相談所の開設や被災者台帳の作成、

被災証明などの申請支援を無償で行うという内容です。

式では、斉藤公紀副町長と同会の月見里和夫副会長が

調印し、新たな協力体制が確立されました。

災害時の手続きを円滑に
県行政書士会と被災者支援協定締結

町産業経済活性化連絡協議会主催の第４回「河津寄っ

て軽トラ市」が９月２１日、笹原地区姫宮通りで開催さ

れ、多くの観光客や家族連れでにぎわいました。４回

目の開催も盛況で、新鮮な野菜や果実、農海産物の加

工品などが飛ぶように売れていました。また、抽選会

や町商工会女性部による河津町新生総踊り「花こよみ」

の踊り披露がイベントを盛り上げました。

通りを埋めるにぎやかな休日
河津寄って軽トラ市

ゴールを目指して一直線

さくら幼稚園運動会が１０月２日、南小学校グラウン

ドで行われ、保護者や地域の皆さんが見守るなか、園

児たちはげんきっき体操やリズム表現、かけっこなど

を元気いっぱい披露しました。ゴールに向かって一生

懸命走る園児たちの姿に応援席から大きな拍手と声援

が送られ、最後は年長児による白熱したクラス対抗リ

レーで運動会を締めくくりました。

元気に走るさくらっこ！
さくら幼稚園運動会

オリジナルのかかしを披露し作成の工夫を発表する児童

江東区民まつりが１０月１８日、１９日の連日、東京都新木

場公園で行われ、町・観光協会・商工会・JAなどで構

成する町産業経済活性化連絡協議会が主体となり、わ

さびやみかんジュース、アジの干物などを販売しまし

た。町の出店ブースは盛況で、恒例の温州みかんの詰

め放題と今年初出店した河津わさびで泣かせ隊の「あ

んバタわさこ」は、来場客の人気を集めました。

町の出店ブースが盛況
江東区民まつりに出店

買い物客でにぎわう町の出店ブース

翁の面を付けて舞う翁舞

大鍋地区の大鍋子守神社で１０月１５日、県指定無形民

俗文化財に指定されている御神楽が奉納されました。

御神楽には、形を重視し願をかける「法の舞」と、お

もしろおかしく舞う「道化の舞」があり、８人の踊り手

は９月中旬から練習を始め、当日は朝９時半から夕方ま

で、笛や太鼓の囃子に合わせて華麗に舞い、格式ある

伝統の舞を奉納しました。

秋に舞う伝統の御神楽
大鍋子守神社秋の祭典

ねの かみ



１０

仕事に意欲的な
スポーツマン!!

山口 芳輝さん
やまぐち よしてる

逆川

２４歳 O型 おとめ座

伊豆今井浜病院３０１

フ シュレッ

ま
す
。
作
っ
た
料
理
を
お
い
し

そ
う
に
食
べ
て
く
れ
る
こ
と
が

嬉
し
か
っ
た
た
め
、
動
物
と
も

触
れ
合
え
て
、
料
理
も
で
き
る

ド
ッ
グ
カ
フ
ェ
の
仕
事
が
い
い
な

と
思
い
ま
し
た
。

最
後
は
、
ト
リ
マ
ー
で
す
。

自
分
の
髪
を
結
ん
だ
り
、
お
母

さ
ん
の
髪
を
い
じ
っ
た
り
し
て

か
ら
、
髪
を
整
え
る
こ
と
に
興

味
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
し
て
、

長
い
髪
を
切
っ
て
か
っ
こ
よ
く
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
美

容
院
も
い
い
け
ど
、
動
物
と
関

わ
れ
る
ト
リ
マ
ー
も
い
い
な
と

思
い
ま
し
た
。

ま
だ
、
ど
の
夢
を
目
指
す
か

わ
か
ら
な
い
け
ど
、
夢
の
実
現

に
向
け
て
頑
張
り
た
い
で
す
。

私
の
夢
は
三
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
動
物
の
飼
育
員

で
す
。私
は
、以
前
ウ
サ
ギ
を
飼
っ

て
い
ま
し
た
。
今
は
、ト
イ
プ
ー

ド
ル
を
飼
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、

以
前
か
ら
馬
や
犬
・
猫
・
ウ
サ

ギ
な
ど
の
動
物
が
好
き
で
、
四

年
生
の
時
は
進
ん
で
飼
育
係
を

担
当
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
動

物
の
飼
育
員
に
な
っ
て
、
い
ろ

い
ろ
な
動
物
を
飼
育
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

二
つ
目
は
ド
ッ
グ
カ
フ
ェ
で

働
く
こ
と
で
す
。先
ほ
ど
も
言
っ

た
よ
う
に
動
物
が
好
き
で
す
。

そ
し
て
、
料
理
を
作
る
の
も
好

き
で
す
。
調
理
実
習
で
料
理
を

し
た
り
、
家
で
は
た
ま
に
、
ホ
ッ

ト
ケ
ー
キ
な
ど
を
作
っ
た
り
も
し

動物と関わる
仕事に就きたい

土岐 苗月さん
とき なつき

上佐ヶ野

西小学校６年
１１

が
面
白
い
」
と
、
そ
の
醍
醐
味

を
話
す
芳
輝
さ
ん
。
卒
業
後
も

年
に
数
回
、
大
学
の
部
活
動
や

O
B
会
に
参
加
し
、
学
生
時
代

の
友
人
た
ち
と
楽
し
み
つ
つ
、

後
輩
の
指
導
を
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
休
日
は
、
主
に
自
宅
で

で
き
る
ウ
ェ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

や
伊
豆
高
原
に
あ
る
温
泉
と
サ

ウ
ナ
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
る

ん
だ
と
か
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
を
「
一
つ

一
つ
の
仕
事
を
し
っ
か
り
と
覚

え
て
、
徐
々
に
多
く
の
仕
事
が

で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
、

仕
事
に
意
欲
的
な
芳
輝
さ
ん
。

今
後
の
活
躍
が
楽
し
み
な
フ
レ
ッ

シ
ュ
さ
ん
で
す
。

優
し
い
笑
顔
が
好
印
象
な
山

口
芳
輝
さ
ん
は
、
伊
豆
今
井
浜

病
院
に
勤
務
し
て
２
年
目
を
迎

え
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
ん
で
す
。

「
地
元
で
就
職
し
て
、
生
ま
れ

育
っ
た
故
郷
に
貢
献
し
た
い
」

と
話
す
芳
輝
さ
ん
は
、
同
病
院

総
務
課
に
所
属
し
、
人
事
担
当

と
し
て
職
員
採
用
試
験
の
日
程

調
整
や
関
係
書
類
の
作
成
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
忙
し
い
中

で
も
、
職
場
の
先
輩
が
優
し
く

仕
事
を
教
え
て
く
れ
て
、
充
実

し
た
日
々
を
送
れ
て
い
る
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

趣
味
は
大
学
１
年
生
の
と
き

か
ら
始
め
た
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
。「
相
手
と
の
駆
け
引

き
や
戦
略
を
駆
使
し
た
競
技
性

【
取
材
】
菊
地
久
美
子
さ
ん（
民
間
広
報
協
力
員
）

動物に関する本を読み勉強中

１１
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出版社著者名書 名（一般書）

ＮＨＫ出版オリーヴ・チェックランド
マッサンとリタ
～ジャパニーズウィスキーの誕生～

毎日新聞社角田 光代笹の舟で海をわたる

講談社小路 幸也スターダストパレード

主婦の友社羽兼 直行／監修かわいい多肉植物たち

ニュートンプレス水谷 仁／編集肥満のサイエンス

出版社著者名書 名（児童書）

ポプラ社みやにしたつやドロドロドロンキーとゆうすいくん

徳間書店
なかがわ ちひろ／文
コヨセ・ジュンジ／絵

おたすけこびととあかいボタン

白泉社あきやまかぜさぶろう１日１０分で ちずをおぼえる 絵本

徳間書店ジョーン・Ｇ・ロビンソン思い出のマーニー

廣済堂出版七会 静
ハリー・ポッターの
魔法ワールド大図鑑

【開館時間】
９：００～１８：００土・日は１７時まで
【休館日】月曜・祝日・月末日
【問い合わせ】
町立文化の家図書館緯３４－１１１５

語りかけから、始めよう。

今月のブックスタート

と き：１１月２７日(木）１３時～
ところ：保健福祉センターふれあいホール
対象者：平成２６年７月生まれの赤ちゃん

今月のおはなし会

「さくらの会」読み聞かせ会
１４時３０分～幼児向け

１１月２・９・１６・２３日

(日曜日)

乳幼児向けの読み聞かせ
「はらぺこあおむしの会」

１０時１０分～１０時３０分０・１・２歳児向け

１０時４０分～１１時２・３歳児向け

１１月６・１３・２０日

(木曜日)

１４時３０分～１５時幼児向け

１１月１３日

(第２木曜日)

小学生向けの読み聞かせ
「時間のはこぶね」

１５時５０分～１６時２０分小学生向け

１１月６・１３・２０・２７日

(毎週木曜日)

※おはなし会は読み聞かせ室で行います。
変更がある場合は、図書館に掲示します。

「町立文化の家」のホームページを知っていますか？

パソコンやスマートフォンをお持

ちの人は、ぜひ一度「河津町立文化

の家」をインターネットで検索して

みてください。蔵書検索や貸出状態、

ベストリーダなどを簡単に調べるこ

とができます。

サイトURL

町立文化の家Webサイト
トップページ

http://www.bunkanoie.town.kawazu.shizuoka.jp/mobile.html

保存期間が過ぎた雑誌を

無料で配布します

蔵書点検にご協力ありがとうございました

９月３０日から１０月６日まで、館内特別整理のため休館させていただき

ました。期間中は、皆さまには大変ご迷惑をお掛けしました。

この点検によって、正しい貸出し手続きをされていない図書が見つ

かりました。心あたりのある人は返却をお願いします。

蔵書点検の様子（バーコードで、館内
にあるすべての本を読みとります）

○１１月１５日（土）～ 一人１０冊まで
○対象となる雑誌がなくなり次第終了
○持ち帰り用の袋は各自で用意



１２

●今月のテーマ

介護も地域で
考えよう

高
齢
者
介
護
を
地
域
で
支
え
る

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
時
、
多

く
の
人
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
人

生
の
最
後
ま
で
暮
ら
し
続

け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
望
み
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
家
族
の
協
力
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
現
在
は
少
子

化
や
核
家
族
化
、晩
婚
化
、

共
働
き
な
ど
が
進
み
、
多

く
の
家
族
が
介
護
に
協
力

で
き
な
い
事
情
を
抱
え
て

い
ま
す
。
も
し
、
自
宅
で

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
場

合
、
現
在
あ
る
公
的
支
援

（
介
護
保
険
制
度
な
ど
）

で
は
、

時
間
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

２４

る
こ
と
は
難
し
い
の
が
現
状
で
す

が
、
公
的
支
援
を
利
用
す
る
こ
と

保
健
福
祉
課

遠
藤
絹
代

保
健
師

は
介
護
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
り

ま
す
の
で
、
制
度
を
上
手
く
使
っ

て
く
だ
さ
い
。

を
決
め
、
次
に
そ
れ
ぞ
れ
の
で
き

る
範
囲
で
役
割
を
決
め
ま
す
。
遠

く
に
住
ん
で
い
て
介
護
の
手
助
け

が
で
き
な
い
人
は
、
金
銭
負
担
や

週
末
介
護
、
安
否
確
認
の
電
話
な

ど
で
協
力
し
ま
し
ょ
う
。
ど
う
し

て
も
制
度
や
家
族
で
で
き
な
い
こ

と
は
家
事
代
行
や
配
食
な
ど
の
有

償
で
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
主
治
医
や
近
所
の
人
、

民
生
委
員
と
も
顔
見
知
り
に
な
り

ま
し
ょ
う
。
元
気
な
間
に
近
所
と

の
つ
な
が
り
を
持
ち
、
近
所
づ
き

あ
い
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
し
て

お
く
こ
と
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
最
後
ま
で
暮
ら
せ
る
か
ど
う
か

の
『
鍵
』
に
な
る
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
家
族
も
近
所
と
の
付
き

合
い
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す
。

そ
れ
に
は
ま
ず
、
家
族
の
中
で

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
ケ
ア
マ

ネ
と
の
連
絡
役
に
な
る
リ
ー
ダ
ー

保健のお知らせ

保健福祉課 緯３４－１９３７

■育児相談

子育てには悩みがつきもの…、一人

で悩まないで相談してください。

日 時 １２月２日(火)

９時３０分～１１時３０分

場 所 保健福祉センター

ふれあいホール

対象者 子育て中の保護者

内 容 身体測定、離乳食、育児相談

など

持ち物 母子健康手帳

■健康相談および母子健康手帳交付

日 時 １１月１７日(月)

１３時３０分～１５時３０分

１２月１日(月)

１３時３０分～１５時３０分

場 所 保健福祉センター

■のびのび発達検査（要予約）

日 時 １１月１７日(月)

場 所 保健福祉センター

対象者 子どもの言葉の発達やしつけ

などで心配なことがある人

内 容 児童相談所心理司による精神

発達精密検査と個別相談

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」と

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
の

申
請
期
間
を
延
長
し
ま
す

地域一体となって高齢者を支えましょう

平
成

年
度

２７

保
育
所
の
入
所
申
込
開
始

平
成

年
度
か
ら
消
費
税
率
が
８
％
へ
引
き

２６

上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
う
負
担
緩
和
と
し
て
支

給
さ
れ
る
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
と
「
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
は
、
現
在
保
健
福
祉

課
で
申
請
を
受
付
中
で
す
が
、
申
請
期
間
を
１２

月
１
日
（
月
）
ま
で
延
長
し
ま
す
。

対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、
事
前
に
町
か
ら

申
請
書
が
郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問

保
健
福
祉
課

緯
（
３
４
）
１
９
３
７

平
成

年
度
保
育
所
入
所
申
込
を
受
け
付
け

２７

て
い
ま
す
。

■
募
集
定
員

人
４５

■
申
込
期
限

平
成

年

月
１
日
（
月
）
必
着
（
郵
送
不
可
）

２６

１２

■
提
出
先

保
健
福
祉
課

■
そ
の
他

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
は
、
保
健
福
祉
課

に
あ
り
ま
す
。
平
成

年
４
月
か
ら
「
子
ど
も

２７

子
育
て
支
援
新
制
度
」
が
始
ま
り
、
認
定
制
度
・

入
園
基
準
な
ど
の
変
更
が
あ
り
ま
す
。
申
込
条

件
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

保
健
福
祉
課

緯
（
３
４
）
１
９
３
７

るうなちゃん(左)と大地くん(右)
りく

２歳８カ月の双子です。(子育てサロンにて)

１３

月
６
日
に
静
岡
市
内
で
行
わ

１２
れ
る
県
市
町
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

に
出
場
す
る
、
河
津
町
の
代
表
選

手

人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
選
手

２０
た
ち
は
大
会
に
向
け
て
、
８
月
か

ら
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

代
表
選
手
は
次
の
と
お
り

【
小
学
男
子
】
野
田
匠
真
（
南
小

６
年
）
正
木
楓
（
同
６
年
）
【
小

学
女
子
】
佐
藤
友
美
（
南
小
６
年
）

鈴
木
曜
（
同
６
年
）
【
中
学
男
子
】

鈴
木
岳
（
河
津
中
２
年
）
山
内
秋

太
（
同
３
年
）
【
中
学
女
子
】
谷

和
可
子
（
河
津
中
２
年
）
鈴
木
陽

葉
（
同
２
年
）
稲
葉
早
恵
（
同
３

年
）
【
高
校
男
子
】
齋
藤
陸
郎

（
下
田
高
１
年
）
鈴
木
丈
太
（
同

１
年
）
日
吉
唐
哉
（
稲
取
高
３
年
）

【
高
校
女
子
】
谷
茉
利
子
（
下
田

高
１
年
）
正
木
瑠
香
（
稲
取
高
２

年
）
【
一
般
男
子
】
片
山
径
介

村
串
弘
親

【
一
般
女
子
】
三
村
有

希

平
川
夕
可
里

【

歳
以
上
】

４０

鈴
木
健
五

植
田
耕
一
郎
【
団
長
】

鈴
木
利
三

【
監
督
】
仲
里
司

【
コ
ー
チ
】
榎
本
惠
子

大
会
当
日
は
、
午
前

時
に
県

１０

庁
前
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

―
投
票
率
は

・

％

７５

９７

月
９
日
の
任
期
満
了
に
伴
う

１０
河
津
町
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、

即
日
開
票
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の

町
議
会
議
員
選
挙
は
定
数

に
対

１１

し
て
現
職
８
人
、
新
人
５
人
の
計

人
が
争
う
激
戦
と
な
り
ま
し
た
。

１３
当
日
の
有
権
者
数
は
男
性
３
１

６
０
人
、
女
性
３
３
７
９
人
、
計

６
５
３
９
人
、
投
票
総
数
は
４
９

６
８
人
で
し
た
。
投
票
率
は

・
７５

％
で
、
前
回
に
比
べ
て
０
・

９７

６４

％
下
回
り
ま
し
た
。

―
議
長
に
土
屋
粂
太
郎
議
員

選
挙
後
初
の
町
議
会
臨
時
会
が

月

日
に
行
わ
れ
、
正
副
議
長

１０

１０

現
職
７
人
、
新
人
４
人

町
議
会
議
員

人
が
決
定

１１

９
月

日
執
行
町
議
会
議
員
選
挙
結
果

２８

new
s

news
and
info

info

町
の
代
表
選
手

人
を
選
出

２０

第

回
県
市
町
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

１５

info

町
内
各
地
で
秋
の
イ
ベ
ン
ト

月

日
か
ら
ス
タ
ー
ト

１１

２０

グラウンドを走る選手たち

■
峰
温
泉
大
噴
湯
公
園

峰
温
泉

大
噴
湯
ま
つ
り

月

日
（
日
）

１１

２３

９
時
～
な
く
な
り
次
第
終
了

大

噴
湯
鍋
サ
ー
ビ
ス
ほ
か

■
伊
豆
の
踊
子
文
学
祭

月
１１

２４

日
（
月
）

９
時
～
９
時

分
３０

伊
豆
の
踊
子
文
学
碑
前

活
動
弁

士
語
り

９
時

分
～

時

分

４０

１０

１０

映
画
上
映
会

時

分
～

時

１０

３０

１２

■
舟
戸
の
番
屋

伊
勢
海
老
ま
る

ご
と
１
匹
海
賊
焼
き

月

日

１１

３０

（
日
）

時
～

時

伊
勢
海
老

１０

１３

の
販
売
ほ
か

■
河
津
七
滝

滝
ま
つ
り

月
１１

日
（
木
）

時
～

時

初
景

２０

１０

１５

滝
付
近

猪
鍋
・
滝
酒
の
販
売

■
伊
豆
な
ら
ん
だ
の
里

河
津
平

安
の
仏
像
展
示
館
秋
ま
つ
り

１１

月

日
（
木
）
～

月

日
（
水
）

２０

１２

１０

時
～

時

イ
ベ
ン
ト

月

１０

１６

１１

日
（
日
）

蟹
・
伊
勢
海
老
の
味

２３噌
汁
サ
ー
ビ
ス
ほ
か

■
伊
豆
見
高
入
谷
高
原
温
泉

紅

葉
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

月

日

１１

２３

（
日
）

時
～

時

猪
鍋
サ
ー

１０

１４

ビ
ス
、
農
産
物
・
加
工
品
販
売

を
は
じ
め
と
す
る
議
会
人
事
が
決

ま
り
ま
し
た
。
議
長
に
土
屋
粂
太

郎
議
員
、
副
議
長
に
は
稲
葉
静
議

員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
町
議
会

■開票結果作品種類

６４４票仲 里司当

５４６票土屋 粂太郎当

５００票上村 和正当

４６５票宮崎 啓次当

４１１票渡邉 弘当

４０９票遠藤 嘉規当

４０８票塩田 正治当

３３８票土屋 貴当

３０８票山田 勇当

２９８票小林 和子当

２４０票稲葉 静当

２０９票川下 英一次

１６２票峯 静雄

４,９３８票有効投票数

３０票無効票

議
員
の
任
期
は
平
成

年
ま
で
の

３０

４
年
間
で
す
。

問

選
挙
管
理
委
員
会

（
３
４
）
１
９
５
７



暮らしの情報

（１０月１日現在）

(＋１)前月比人７,７３８人 口

人３,７３９（男）

人３,９９９（女）

（＋６）前月比世帯３,３０９世帯数

（９月１日～３０日届出）

１５ １４

戸籍だより

人口と世帯

ひとの動き

◆今月の納税◆
後期高齢者医療保険料４期 国民健康保険税７期

１２月１日（月）が納期です。

問 町民生活課 緯３４ー１９２８

お
医
者
さ
ん
や
お
薬
と

上
手
に
付
き
合
っ
て

医
療
費
を
節
約
し
ま
し
ょ
う

Let's

ほけん塾

１１

の
調
子
が
悪
い
と
き
や
、
け
が

を
し
て
治
療
が
必
要
な
と
き
な

ど
、
医
療
機
関
を
利
用
す
る
機
会
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
何
気
な
い
こ
と
で
も
、

皆
さ
ん
の
心
が
け
で
医
療
費
は
節
約
で

き
ま
す
。

医
療
費
を
節
約
す
る
ポ
イ
ン
ト

①
か
か
り
つ
け
医
、
か
か
り
つ
け
薬
局

を
も
つ
（
紹
介
状
が
な
い
ま
ま
大
き
な

病
院
に
か
か
る
と
特
別
料
金
が
か
か
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
）

②
同
じ
病
気
で
複
数
の
病
院
に
か
か
ら

な
い

③
自
己
判
断
で
治
療
を
や
め
な
い
（
再

度
受
診
す
る
と
き
に
は
、
ま
た
初
診
料

を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
）

④
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
す
る

⑤
緊
急
時
以
外
は
休
日
や
夜
間
の
受
診

を
控
え
る
（
診
療
時
間
外
の
受
診
は
別

料
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
）

ま
た
、
夜
間
や
休
日
の
急
な
子
ど
も

の
病
気
は
、
町
の
「

時
間
電
話
健
康

２４

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」（
左
記
）
ま
た
は
県

の
静
岡
こ
ど
も
救
急
電
話
相
談
（
♯
８

０
０
０
）
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

体
問

町
民
生
活
課
保
険
年
金
係

緯
（
３
４
）
１
９
３
２

育児・医療・健康・介護について

年中無休で各分野の専門スタッフが相談に応じます

(電話健康相談専門事業者への委託事業)

河津町２４時間電話健康相談ダイヤル

お知らせ

日本年金機構出張相談

日時・場所

１１月２８日(金) 東伊豆町役場

１２月１２日(金) 下田市役所(要予約)

９時３０分～１１時３０分 １３時～１４時

問 町民生活課 緯３４－１９３２

（予約は下田市役所国保年金係緯２２－

３９２２まで）

身近なこと生活相談へ

日 時 １１月１９日(水)１０時～１５時

場 所 保健福祉センター

ボランティア団体室

問 社会福祉協議会 緯３４－１２８６

人権・行政・生活相談

日 時 １２月３日(水)１０時～１５時

場 所 役場２階 第２会議室

問 町民生活課窓口係 緯３４－１９３２

県民手帳は、県内

の主要書店やセブン

イレブン、県庁など

で購入できます。

大型判(１４.５×９)７００円

小型判(１２×７.５)６００円

表紙 緑色(大型判特装版のみ富士山)

問 まちづくり推進課 緯３４－１９２４

２０１５年版県民手帳の販売開始

相馬町長と直接対話

できます。事前に電話

予約してください。

日 時 １１月２５日(火)

１３時３０分～

１人２０分程度 団体不可

場 所 役場町長室

予約受付 １１月１７日(月)～２１日(金)

問 まちづくり推進課 緯３４－１９２４

今月のふれあい町長室

１２月７日は地域防災訓練

この訓練は、自主防災組織が中心と

なり、災害時に地域住民が行う災害応

急行動を再確認し、防災対策の強化を

図ることを目的としています。

日 時 １２月７日(日)９時～

訓練内容 家庭および各自主防災組織

の訓練。地震発生の合図で、地区自主

防災会の訓練に参加してください。

問 総務課消防防災係 緯３４－１９１３

農林水産省では、平成２７年２月１日現

在で、全国一斉に「２０１５年農林業セン

サス」を実施します。この調査は、今

後の農林業政策に役立てるために実施

する大切な調査です。

調査員が農林業関係者の皆さまを訪

問して、経営状況などの記入をお願い

します。

調査票に記入した内容については、

統計以外の目的には使用されませんの

で、ご協力をお願いします。

問 まちづくり推進課 緯３４－１９２４

２０１５年農林業センサス実施

犬・ねこの引き取り

飼い主のいない犬・ねこに限ります

日 時 １１月１９日(水)

１０時４０分～１０時５０分

場 所 役場前駐車場

問 町民生活課窓口係 緯３４－１９３２

検査前日の１６時までに電話予約して

ください。検査は無料・匿名。

日 時 １１月２７日(木)

問診・採血 ９時～１２時（要予約）

結果通知 エイズ検査 １４時～１７時

肝炎検査 約２週間後

場 所 賀茂保健所１階 相談室

問 賀茂保健所 地域医療課

緯２４－２０５２

エイズ検査と肝炎検査

年調・青色決算説明会

【年末調整説明会】

（法人および個人の白色申告者）

日 時 １１月２０日(木)

１３時３０分～１５時３０分

場 所 下田市民文化会館 大ホール

事前に送付した関係書類を必ず持参し

てください。

【青色決算説明会】

（個人の青色申告者）

日 時 １１月２０日(木)

①１０時～１２時 ②１３時３０分～１５時３０分

①②とも同じ内容

場 所 下田市民文化会館 大会議室

平成２６年分の青色申告決算書用紙は確

定申告書用紙などに同封されます。

問 下田税務署 緯２２－０１８５

静岡県の食材や加工品の展示・販売、

和の食文化の継承に関するシンポジウ

ムを開催します。

日 時 １２月６日(土)～７日(日)

１０時～１６時

場 所 ふじのくに千本松フォーラム

プラザヴェルデ

(沼津市大手町１ー１ー４)

内 容 静岡の食材や伝統食などの展

示、ミニ門松作り、和の食文化シンポ

ジウム(１２月６日のみ)、親子で学べる食

育体験、和の食の物産展、キャラクター

ショー(１２月７日のみ)など

問 県経済産業部農林業局茶業農産課

緯０５４－２２１－３５４９

ふじのくに和の食文化の祭典

町内在住の作家早見和真さん＝浜＝

の作品「ぼくたちの家族」が今年５月に

映画化され、下記日程で特別上映会を

開催します。

日 時 １２月７日(日)

場 所 下田市民文化会館

上 映 ①１０時～ ②１４時～ ③１８時～

前売り券 大人１,０００円

※町観光協会で購入した人に限り８００円

当日券 大人１,２００円 高校生まで８００円

申し込み 町観光協会

映画「ぼくたちの家族」特別上映会

定 員 各回８００人

その他 各回上映後に、

原作者(早見和真さん)、

俳優(池松壮亮さん）、

スペシャルゲストによ

る舞台あいさつを予定

しています。

問 下田市民文化会館 緯２３－５１５１

町観光協会 緯３２－０２９０

映画公式サイトURL

www.bokutachi-kazoku.com

第４回介護教室

裾野市介護家族の会「杉山千恵氏」

を講師に迎え、介護体験や知識を学び、

老後について一緒に考えましょう。

日 時 １２月１０日(水)１３時３０分～１５時

場 所 保健福祉センター

ふれあいホール

定 員 ２０人

問 サンシニア河津 緯３２－３２０３

教育相談会を開催

東部地区特別支援学校ネットワーク

では、学習面や生活面に心配のあるお

子さん(発達障がいを含む)を持つ保護

者を対象に教育相談会を開催します。

日 時 １２月９日(火)

９時３０分～１５時１５分

場 所 賀茂健康福祉センター４階

(下田市中５３１ー１)

申 込 １１月２５日(火)までに下記へ。

問 東部特別支援学校内教育相談会係

緯０５５－９４９－２３０９ FAX０５５－９４９－６１８２

原作者の早見和真
さん＝浜＝



「
大
体
狙
い
通
り
に
獲
物
を
撃
て
る
」と

話
す
狩
猟
歴

年
の
相
馬
孝
雄
さ
ん
は
、

３７

河
津
町
猟
友
会
の
「
市
山
グ
ル
ー
プ
」

に
所
属
し
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の

駆
除
・
捕
獲
を
行
っ
て
い
ま
す
。
曽
祖

父
が
鉄
砲
撃
ち
を
や
っ
て
い
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
い
つ
か
自
分
も
や
っ
て

み
た
い
と
思
い
、

歳
の
時
に
狩
猟
免

２５

許
を
取
得
し
た
そ
う
で
す
。

普
段
は
㈱
市
山
に
勤
務
し
、
わ
さ
び

漬
け
の
パ
ッ
ク
詰
め
や
販
売
、
配
達
な

ど
を
行
い
、
休
日
に
仲
間
た
ち
と
と
も

に
梨
本
や
小
鍋
の
山
に
出
か
け
ま
す
。

相
馬
さ
ん
が
所
属
す
る
「
市
山
グ
ル
ー

プ
」
は

代
～

代
の
計

人
で
活
動

５０

６０

１０

し
て
い
て
、
町
内
者
だ
け
で
な
く
県
外

に
も
仲
間
が
い
る
そ
う
で
す
。
狩
猟
の

魅
力
を
「
狙
っ
た
獲
物
を
捕
獲
す
る
狩

狩猟時の必需品ベストとキャップ

猟
自
体
の
楽
し
さ
も
あ
る
け
れ
ど
、捕
っ

た
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
を
調
理
し
、
お
酒

を
交
え
て
仲
間
た
ち
と
料
理
を
囲
む
の

も
楽
し
み
の
一
つ
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
過
去
に
仕
留
め
た
大
物

は
、
な
ん
と
約
１
２
０
㌔
の
巨
大
イ
ノ

シ
シ
。
捕
獲
し
た
の
は

年
程
前
で
す

１０

が
、
そ
の
風
貌
は
衝
撃
的
で
、
今
で
も

鮮
明
に
覚
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

近
年
、
若
者
の
狩
猟
離
れ
に
よ
る
後

継
者
不
足
や
野
生
動
物
に
よ
る
農
作
物

へ
の
被
害
、
狩
猟
中
の
誤
射
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
る
そ
う
で
す
。
相

馬
さ
ん
は
「
安
全
面
に
気
を
配
り
、
農

作
物
の
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
せ
る
よ

う
、今
後
も
狩
猟
を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

狩
猟
を
続
け
、
鳥
獣
被
害
の
減
少
へ

■発行 河津町役場 〒４１３－０５９５静岡県賀茂郡河津町田中２１２－２緯０５５８－３４－１１１１ ■編集 まちづくり推進課 ■印刷 禍サン印刷
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狩猟歴３７年

相馬 孝雄さん
そうま たかお
筏場 ６２歳
㈱市山に勤務。わさびの製造や販売、
配達などの業務に従事。休日は河津町
猟友会に所属している「市山グループ」
の仲間たちと梨本や小鍋の山中でシカ
やイノシシを狙う。

姉妹都市長野県白馬村通信

八方尾根植生回復ボランティア

荒れた斜面にマットを敷く参加者

月
に
入
り
、
２
週
続
け
て
の

１０
台
風
襲
来
。
両
方
と
も
規
模
が
大

き
く
、
連
日
各
局
で
台
風
の
被
害

状
況
を
放
送
し
て
い
ま
し
た
が
、

幸
い
に
も
町
内
で
大
き
な
被
害
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
て
、

月
は
町
文
化
協
会
主

１１

催
の
河
津
町
民
文
化
祭
や
町
内
各

所
で
開
催
さ
れ
る
秋
ま
つ
り
な
ど
、

多
く
の
行
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
が
多
い
時
期
の
た

め
、
天
候
に
恵
ま
れ
る
よ
う
祈
る

ば
か
り
で
す
。
ま
た
寒
く
な
り
始

め
、
体
調
を
崩
し
や
す
い
時
期
に

な
り
ま
し
た
。
日
ご
ろ
か
ら
体
調

管
理
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。（
k
）

【
取
材
】
板
垣

祐
太
朗
さ
ん（
民
間
広
報
協
力
員
）

１０月２日（木）、雄

大で美しい八方尾根

を保全していくため、

今年も八方尾根植生

回復ボランティア作

業が行われました。

地元区民を始め、ボ

ランティア約５０人が

参加。八方尾根自然

研究路・第２ケルン

の登山道周辺で踏み

荒らしや土砂表流な

どにより裸地化して

いる箇所に植生を保護するマットを敷設し、在来種の種をまきました。

初雪が降る時期がまもなく訪れます。春雪が解けて植生が芽を出す

ころ、少しでも植生が回復してくれることを期待したいですね。


